
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

給料 千円 負担金補助及び交付金
　課長1、課長補佐2、主幹3、主任４ 　負担金 千円
職員手当等 千円 ≪負担金内訳≫
　扶養、住居、通勤手当等 ・日本さくらの会会費 5 千円
共済費 千円 ・米子空港利用促進懇話会負担金 90 千円
　共済組合、互助会負担金等 ・（財）地域活性化センター負担金 70 千円
普通旅費 千円 ・とっとり空き家利活用推進協議会負担金 30 千円
需用費 ・鳥取県地域振興対策協議会負担金 千円
　消耗品費(一般分） 千円 ・西部地域振興協議会負担金 81 千円
　複写機カウント料 千円 ・中国横断新幹線整備推進会議負担金 20 千円
使用料及び賃借料（複写機） 千円 ・山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議負担金 20 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 9 企画費（一般）

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 なし

個別計画 なし

事業
概要

まちづくり課事業に関する一般的な経費
・まちづくり課職員人件費
・各協議会・会議負担金

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

39,550
673

30,910

13,830

9
357

18
200
14

区分

事業費 67,451 85,204 17,753

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 67,451 85,204 17,753

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 9 企画費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全般 まちづくり課事業に関する一般的な経費

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

まちづくり課執務室内に設置のコピー機の経費をR8.4月から企画費（一般）で支払いするよう変更した。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
　大山町地域自主組織等活動支援交付金

千円
　大山町まちづくり活性化交付金

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 765 地域自主組織育成支援事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

大山町地域自主組織等活動支援交付金交付要綱
大山町まちづくり活性化交付金交付要綱

個別計画 なし

事業
概要

地域自主組織が行う住民と行政の協働のまちづくりを進めるための活動を支援し、住民が暮らしやすい地域
を目指す。
地域自主組織の活動経費
・地域自主組織活動支援交付金：300万円×10組織
・まちづくり活性化交付金：ふるさと納税活用分

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

30,000

16,736

区分

事業費 44,000 46,736 2,736

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 44,000 46,736 2,736 ふるさと応援基金繰入金 46,736

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 765 地域自主組織育成支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域自主組織 地域の課題解決や活性化に向けて活動をする地域自主組織の

支援を行い、住民が暮らしやすい地域を目指す。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

住民主体による地域課題への取組数 件 1,920 1,920 1,950 1,950 1,950

（地域自主組織等の住民団体が地域の課題解決に向けて取り組んだ延べ事業数）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

集落内の連帯度 ポイント 3.49 3.49 4.00 4.00 4.00 

（地域幸福度調査における「集落の人が困っていたら手助けする」の設問のポイント数）

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬（パートタイム会計年度任用職員） 使用料及び賃借料
職員手当等（パートタイム会計年度任用職員） 　移住相談会駐車場使用料（大阪・岡山会場）

共済費（パートタイム会計年度任用職員） 負担金補助及び交付金
報償費（記念品等） ≪補助金内訳≫
　調査協力記念品 　〇未来につながる移住定住助成金
旅費 　・新築住宅（省エネ住宅等）1,000千円×12件
　普通旅費　（移住相談会　東京会場） 　・新築住宅（一般住宅）500千円×4件
　費用弁償（パートタイム通勤手当） 　・空き家活用　1,500千円×5件
需用費（消耗品費） 〇空き家家財道具処分補助金 500千円×1件
委託料（移住マッチングモデル事務委託料） 〇多世代同居支援補助金 500千円×1件

〇未来につながる移住定住助成金（5年目）1,300千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 817 移住定住促進事業

総合計画の位置づけ 19　暮らしを支える住宅環境を充実させよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

大山町未来につながる移住定住助成金事業（新築助成）実施要綱・大山町未来につながる移住定住助成金事業（空き家活用事業）実施要綱・大山町空き家家財道具処分費補助金交付
要綱・大山町多世代等同居支援事業補助金交付要綱・大山町空き家登録奨励金交付要綱・大山町空き家空き地情報活用制度要綱

個別計画

事業
概要

空き家バンク制度の実施、住宅新築及び空き家バンク登録物件に対する助成、親世代と同居するための改
修費助成、移住相談や情報発信窓口である『移住交流サテライトセンター』の運営業務委託、定住機構が
主催する県外（東京・大阪・岡山）相談会への参加など、人口減少対策の一環として、大山町への移住や
定住を促進するための施策全般に要する経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,663千円
1,013千円 12千円

636千円 23,800千円

59千円

254千円
26千円
5千円

2,000千円

区分

事業費 29,485 30,468 983

国庫支出金 0 0

県支出金 5,250 5,029 △ 221 移住定住推進交付金 5,029

地方債 0 0

その他 19,750 20,800 1,050 ふるさと応援基金繰入金 20,800

一般財源 4,485 4,639 154

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 817 移住定住促進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町に移住（定住）を希望する者 ・住宅の新築費用、空き家バンクを活用した空き家の改修費用などの助成を行うことで、

大山町へのIJUターン者の増加や大山町からの転出抑制、空き家対策を進める。
・移住を希望する方に向けての相談窓口の設置、情報発信を行うことで移住定住の促進
につなげる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

空き家バンク新規登録件数（賃貸・売買※重複あり） 件 20 20 20 20 20

空き家バンク利用希望者数（新規） 人 66 70 70 70 70

移住相談件数（町・サテライトセンター） 件 165 170 170 170 170

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

県外からの移住者数（アンケート回答者数） 人 23 30 50 50 50

空き家バンクマッチング（契約）件数 件 7 10 10 10 10

追加・
変更に
ついて

県外からの転入者に記入してもらうアンケート数によって県内各市町村の移住者数が公表されるが、アンケート回
答者が少なく実際の移住者数との乖離が生じている。移住者の実数に近づけるため、令和8年度の移住定住推
進交付金（県事業）に『インセンティブ付与』メニューが追加される予定（1/2補助）であることから、アンケート
回答者への調査協力記念品の予算を計上する。

参考
資料

※任意

【県補助金内訳】
　移住定住推進交付金（県補助金）5,029千円
　報酬1,000千円・委託料1,000千円・報償費29千円・負担金補助及び交付金3,000千円

【過去の実績】　

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

合計 賃貸 売買

R4 9 4 5

R5 13 4 9

R6 7 1 6

空き家バンクマッチング

40人 21 87 192 24 6 -
46人 23 85 165 10 4 1

23人 20 66 165 17 7 1

県外からの移住者数
（アンケート回答者）

空き家バンク
新規登録

空き家バンク
新規利用
希望者

移住相談件数 新築助成 空き家活用
助成

家財道具
処分助成



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

共済費
　　労災保険料　　 1

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1176 地域おこし協力隊活用事業（起業分）

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 地域おこし協力隊推進要綱（総務省）

個別計画 なし

事業
概要

令和5年度～7年度の3年間、情報発信、空き家活用部門各1名の隊員が退任後に起業することを目標
に、地域課題の解決に繋がる活動を行った。令和8年3月31日で退任するが労災保険料の精算を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円

区分

事業費 8,912 1 △ 8,911

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 8,912 1 △ 8,911

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1176 地域おこし協力隊活用事業（起業分）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域おこし協力隊 着任から３～４年後に起業することを目標に、情報発信、空き

家活用を任務として地域課題の解決につながる活動を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

地域おこし協力隊員数 人 2 2 0 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 千円 共済費
パートタイム会計年度任用職員（８名） 共済組合負担金 千円

給料 千円 互助会負担金 千円
フルタイム会計年度任用職員（１名） 地方公務員災害補償基金 千円

職員手当等 社会保険料 千円
通勤手当 千円 雇用保険料 千円
時間外勤務手当 千円 旅費
期末手当 千円 費用弁償　　　　　　　　　378千円 千円
勤勉手当 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1189 集落支援員活用事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町地域力強化人材育成アクション実施要綱

個別計画 なし

事業
概要

地域自主組織の事務局機能や集落、他機関との連携を図るため、全ての地域自主組織に集落支援員を配置してい
る。
フルタイム会計年度任用職員１名（大山公民館高麗分館とかあら山兼務）
パートタイム会計年度任用職員８名分（きばらいや上中山、楽しもなかやま、やらいや逢坂、きらり光徳、かくわの郷庄
内、支え合いのまち御来屋、なわのわ、大山の里所子）
まちづくり大山は大山分館のセンター長と兼務、社会教育総務費の集落支援員活用事業で予算化

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

16,378
2,285

2,652 8
5

2,190
24 347

100
4,006 378
3,371

区分

事業費 28,944 31,744 2,800

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 28,944 31,744 2,800

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1189 集落支援員活用事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域自主組織、集落 地域自主組織の事務局機能や集落、他機関との連携を図るた

め集落支援員を配置する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

住民主体による地域課題への取組数 件 1,920 1,920 1,950 1,950 1,950

（地域自主組織等の住民団体が地域の課題解決に向けて取り組んだ延べ事業数）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

集落内の連帯度 ポイント 3.49 3.49 4.00 4.00 4.00 

（地域幸福度調査における「集落の人が困っていたら手助けする」の設問のポイント数）

追加・
変更に
ついて

R7年度からきばらいや上中山の集落支援員人件費を本事業で支払いしている。R6年度までは地籍調査課と集
落支援員兼務のフルタイム職員であったが、兼務ではなくなり、パートタイム職員となった。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

補助金及び交付金
旅費

普通旅費　　　　　　　 4千円
需用費

消耗品費 5千円
負担金補助及び交付金

鳥取大学振興協力会負担金　　　 15千円
米子高専振興協力金負担金 30千円
学生地域活動等支援事業補助金 75千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1255 学術連携事業

総合計画の位置づけ 32　まちに関わり交わる人の力を活かせる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町学生地域活動等支援事業費補助金交付要綱

個別計画 なし

事業
概要

学術機関と連携することにより、町の行政課題等を発掘し、解決を図る。また、地域活動を行う学生に対して
補助金を交付することにより、学生を中心とした自主的な活動を支援し、学生と町民の協働及び人的資源
の活性化を図ることを目的とする。
対象：鳥取大学、米子高専等大山町と連携して地域活動を行う学生。
内容：事業実施するために必要な学生の交通費や宿泊費を補助する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 24 129 105

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 24 129 105

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1255 学術連携事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
鳥取大学、米子高専等大山町と連携して地
域活動を行う学生。

学術機関と連携することにより、町の行政課題等を発掘し、解決を図る。また、
地域活動を行う学生に対して補助金を交付することにより、学生を中心とした自
主的な活動を支援し、学生と町民の協働及び人的資源の活性化を図ることを
目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

学生受け入れ（鳥大） 回 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

補助金及び交付金
補助金及び交付金
中山口（修繕） 千円
下前谷（修繕） 千円

樋口（新築） 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1302 自治会集会所整備事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町自治会集会所整備事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

自治会集会所整備のための補助事業
新築　補助率1/2　上限1,000万円（他の補助金と併用した場合の補助率3/10、上限300万円）
修繕　補助率1/3　上限200万円（下限33万3千円）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

658
480

10,000

区分

事業費 0 11,138 11,138

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 11,138 11,138

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1302 自治会集会所整備事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
集落（自治会等） 集落の集会所維持のため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費 負担金補助及び交付金
　謝礼金　（4,700円×3名×4回=56,400円） 　特定空家等除却促進事業費補助金
役務費
　通信運搬費（320円×10通×4回=12,800円） ≪内訳≫
委託料 　特定空家（個人除却）
　特定空家等残置物処分業務委託料 　1,500,000円×4件＝6,000,000円

　危険家屋
　300,000円×2件＝600,000円

工事請負費
　特定空家等除却工事

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1385 空き家対策事業

総合計画の位置づけ 20　次世代のために土地や建物を管理し有効に使おう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

大山町空家等対策協議会設置要綱・大山町空家等対策推進補助金交付要綱・大山町空家等対策の
推進に関する特別措置法施行細則

個別計画 大山町空家等対策計画・大山町空き家対策総合実施計画

事業
概要

大山町空家等対策計画及び空き家対策総合実施計画の策定及び変更、空家等が特定空家等に該当す
るか否かを協議する『大山町空家等対策協議会』を四半期毎に開催する。
特定空家等及び危険家屋等を個人または集落が除却するための費用の一部を助成することにより空き家の
除却を促進する。
特定空家等の内、相続放棄等により、所有者や相続人が不存在になった物件の代執行を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
50%

(           )
25%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

57 千円

13 千円 6,600 千円

1,600 千円

5,060 千円

区分

事業費 6,670 13,330 6,660

国庫支出金 2,700 6,630 3,930 空き家対策総合支援事業補助金 6,630

県支出金 1,350 3,315 1,965 鳥取県空き家除却等支援補助金 3,315

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 2,620 3,385 765

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1385 空き家対策事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内の特定空き家等 特定空き家等を除却する費用を支援することにより周囲に危害を及ぼ

す空き家の除却を促進し安心安全な生活環境を確保する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

特定空家等除却件数（補助） 件 4 4 4 4 4

危険家屋等除却件数（補助） 件 2 2 2 2 2

代執行件数 件 1 0 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

危険な空家が除却されることにより周辺住
民の安心が確保された件数 件 7 6 7 7 7

追加・
変更に
ついて

【略式代執行の予定】
3階建の店舗兼住宅の外壁が剥離し、令和6年度末及び令和7年度中にコンクリート片が隣家屋根に落下した
特定空家（相続人は相続放棄し所有者不存在）。該当物件は車通りの多い県道に面しており、隣接する歩
道も小学校の通学路となっている。残ったコンクリート片も今後落下する可能性が高いことから早急に除却を行う
必要があり、略式代執行を実施する。

参考
資料

※任意

【除却補助金】
〈特定空家等〉
・個人除却：上限150万円もしくは1/2　　　　財源：国1/2　県1/4　町1/4
・集落除却：上限300万円もしくは10/10　　財源：国2/5　県1/5　町2/5
〈危険家屋等〉
・個人除却：上限30万円もしくは1/2　　　　財源：国1/2　県1/4　町1/4
【略式代執行】
・除却工事　　 財源：国1/2　県1/4　町1/4
・残置物処分　財源：国1/2　県1/4　町1/4

【過去の実績】
　特定空家除却件数　　　　　　　　危険家屋除却件数（R6～新設）
　R4　　1件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
　R5　　2件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　R6　　5件（内1件代執行）　　　　　　　　　　2件

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
大山町家庭用発電設備等導入推進補助金　

≪内訳≫
太陽光　 500,000円×15件
薪ストーブ等 500,000円×3件
蓄電池等　 500,000円×22件

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1507 家庭用発電設備等導入推進事業

総合計画の位置づけ 29　脱炭素社会を実現し地球温暖化の抑制に貢献しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町家庭用発電設備等導入推進補助金

個別計画

事業
概要

家庭用発電設備等の導入を推進し、分散型のエネルギー供給構造の構築及び地球温暖化対策に貢献する。
【内容】
町内の住宅に家庭用発電設備等を新しく設置する者に補助金を交付する。
　・太陽光発電システム ：補助率1/2　上限50万円
　・薪ストーブ等　　　　　：補助率1/2　上限50万円
　・定置用蓄電池等　　：補助率1/2　上限50万円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

50%
(           )
100%

(   70%    )

※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

20,000 千円

区分

事業費 0 20,000 20,000

国庫支出金 0 0

県支出金 0 5,750 5,750 鳥取県小規模発電設
備等導入推進補助金 5,750

地方債 0 14,200 14,200 過疎対策事業債
（ソフト事業分） 14,200

その他 0 0

一般財源 0 50 50

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1507 家庭用発電設備等導入推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内の住宅に新たに太陽光発電システム・定
置用蓄電池を設置しようとする者

町内の住宅に太陽光パネルや蓄電池の設置を推進することで、
地球温暖化対策や非常時のエネルギー確保に寄与する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

太陽光発電システム申請者数 件 27 20 15 25 25

薪ストーブ等申請者数 件 3 5 3 0 0

定置用蓄電池申請者数 件 30 25 22 25 25

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

過去実績

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

R5 R6
太陽光 11 27
薪ストーブ 8 3
蓄電池等 12 30



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
 住宅用置き配ボックス設置事業補助金　250千円

10,000円×25件

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1592 住宅用置き配ボックス設置事業

総合計画の位置づけ 29　脱炭素社会を実現し地球温暖化の抑制に貢献しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町置き配ボックス設置事業補助金

個別計画

事業
概要

町内の住宅に置き配ボックスを設置する者に補助金を交付する。

≪補助対象経費≫　宅配ボックス及び付属品（鍵・錠前、固定具等）の購入、設置・固定に要する費用
≪補助率≫　1/2　　
≪上限≫　10,000円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 100 250 150

国庫支出金 0 0

県支出金 50 125 75 トットリボーン！置き配ボック
ス設置事業補助金 125

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 50 125 75

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 1592 住宅用置き配ボックス設置事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内の住宅に新しく置き配ボックスを設置しよう
とする者

町内の住宅に置き配ボックスの設置を推進することで、
再配達によって発生する温室効果ガスを削減し、併せて運送事
業者の負担軽減にも寄与する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

置き配ボックス申請者数 件 22 20 25 25 25

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費(記念品） 　交通安全推進事業補助金
運転免許証自主返納支援事業記念品　 　ハンドル形電動車いす購入補助金　　　

3,000円×45人 　電動アシスト三輪自転車購入補助金
需用費（消耗品費）

交通安全啓発用品　
役務費（通信運搬費）　

各種文書郵送料
負担金補助及び交付金

県高速道路交通安全協議会負担金　
県中央ルートナイン交通安全協議会負担金 20

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 10 交通安全対策費

事業名 31 交通安全対策費（一般）

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

大山町運転免許自主返納支援事業実施要綱・大山町ハンドル形電動車いす等購入補助金交付要綱・
大山町交通安全推進事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

1.運転免許自主返納支援
　町営デマンドバス「スマイル大山号」の回数券の交付、ハンドル型電動車いす・電動アシスト三輪自転車の
購入補助
2.交通安全推進事業補助金
　交通安全指導員約30名で構成される団体への補助金

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
100%
(70% )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

3,535 千円
500 千円

135 千円 100 千円

100 千円

33 千円

15 千円
千円

区分

事業費 4,241 4,438 197

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 500 500 過疎対策事業債(ソフト） 500

その他 3 3 0 交通安全用品販売代金 3

一般財源 4,238 3,935 △ 303

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 10 交通安全対策費

事業名 31 交通安全対策費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民、または町民のうち運転免許自主返納
者

交通安全指導員・関係機関と連携し、交通法規の遵守及び交通道
徳の高揚を図る。加えて、運転免許自主返納者に対する支援を行
い、運転免許自主返納を促進し、交通事故の減少を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

交通安全指導員活動時間 時間 918 950 950 950 950
自主返納者に対する
　「スマイル大山号」の回数券交付者数 人 43 45 45 45 45
自主返納者に対する補助件数
ハンドル形電動車いす・電動アシスト三輪自転車 人 3 7 7 7 7

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

交通事故件数 ※集計期間は年 件 14 10 10 10 10

交通事故死者数 ※集計期間は年 人 1 0 0 0 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

≪過去の実績≫
・スマイル大山号の回数券交付者数　R4　28人　　R5　29人　　R6　43人
・ハンドル形電動車いす購入補助件数　R4　7件　　R5　8件　　R6　3件
・電動アシスト三輪自転車購入補助件数　なし

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
地方バス路線維持対策補助金　

≪内訳≫
・広域バス路線維持費補助金　　
・路線維持運行費補助金　

赤松バス回し場土地借上料補助金　

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 11 公共交通対策費

事業名 32 路線バス維持対策費

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町バス運行対策費補助金交付要綱、大山町バス廻し場補助金交付要綱

個別計画 鳥取県西部地域公共交通計画

事業
概要

バス路線の運行の維持を図るための助成措置を講じる。
1.広域バス路線補助金・・・広域路線（米子市・日吉津村・大山町にまたがる路線）に対する補助金
2.路線維持運行費補助金・・・大山町単独路線に対する補助金
3.赤松バス廻し場補助金・・・バス車両の展開に必要な賃借地の賃料

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

32,468 千円

19,066 千円
13,402 千円

110 千円

区分

事業費 35,183 32,578 △ 2,605

国庫支出金 0 0

県支出金 6,775 7,796 1,021 広域バス路線維持費補助金
生活交通体系補助金 7,796

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 28,408 24,782 △ 3,626

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 11 公共交通対策費

事業名 32 路線バス維持対策費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町内のみ（単独）、または大山町を含む
複数の市町村にまたがる（広域）路線を運行
するバス事業者

輸送人員の減少のため地域住民の生活に必要なバス路線の維
持が困難となっている。生活交通路線の確保方策の一環とし
て、バス路線の運行の維持を図るための助成措置を講じる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費　　 使用料及び賃借料　　
消耗品費（タイヤ等） 駅構内乗り入れ使用料
燃料費 備品購入費
修繕料 車両購入費

役務費 公課費
通信運搬費（予約電話） 自動車重量税

委託料
デマンドバス運転業務等委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 11 公共交通対策費

事業名 33 デマンドバス事業

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町予約型交通システムに関する条例,大山町予約型交通システムに関する条例施行規則

個別計画

事業
概要

平成24年度より運行している町営デマンドバス「スマイル大山号」の運営費。片道100円で自宅から町内の
医療機関やスーパーなどに行くことができる。時刻を定め、5人乗り車両5台を活用し、予約状況に応じて運
行している。利用対象者に制限はなく誰もが利用できる公共交通機関であり、利用者は一日40人程度であ
る。特に日常生活の移動に不便を感じる高齢者にとって欠かせない移動の手段となっている。なお、予約受
付、運行の一切を委託している。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

515 千円 8 千円
2,788 千円

364 千円 2,441 千円

406 千円 34 千円
手数料（貨客混載輸送貨物取扱等） 557 千円
自動車保険料 233 千円

65,019 千円

区分

事業費 67,990 72,365 4,375

国庫支出金 0 0

県支出金 21,714 21,813 99 生活交通体系補助金 21,813

地方債 0 0

その他 2,310 2,283 △ 27 運賃・貨物収入 2,283

一般財源 43,966 48,269 4,303

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 11 公共交通対策費

事業名 33 デマンドバス事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
対象者に制限はなく誰もが利用できるが、特に
日常生活の移動に不便を感じる高齢者、障が
い者等特に交通の配慮が必要な交通弱者

誰もが、日常生活に必要なスーパーマーケット・医療機関・役場
等へ移動できるようにすること。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用者 人 8,916 13,230 14,700 16,170 17,640

新規登録者数 人 362 300 300 300 300

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

令和6年度に大幅な制度の見直しを行った
　1.運　　　賃　（変更前）片道500円から1,500円　⇒　（変更後）片道100円
　2.乗降場所　（変更前）集落内の定められた場所　⇒　（変更後）自宅
令和7年度に制度の一部見直しを行った
　1.便　　　数　（変更前）15便/日　⇒　21便/日
令和8年度　日曜日・祝日の運行を開始する。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

R6制度の見直しを実施



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
　地域公共交通会議補助金　 45
【内訳】
　委員報酬　4,700円×3名×3回＝42,300円
　振込手数料　660円×1名×3回＝1,980円

合計　44,280円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 11 公共交通対策費

事業名 932 公共交通あり方検討事業

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町地域公共交通会議設置要綱

個別計画

事業
概要

大山町民の日常生活に不可欠な各公共交通（デマンドバス・路線バス・JR等）について、実情に応じた輸
送サービスの実現に必要となる事項を協議する『大山町地域公共交通会議』を開催するための経費。
公共交通会議に対する補助金であるが、内容は外部委員への費用弁償等である。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円

区分

事業費 45 45 0

国庫支出金 0 0

県支出金 23 22 △ 1 市町村創生交付金 22

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 22 23 1

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 11 公共交通対策費

事業名 932 公共交通あり方検討事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域公共交通会議の内、職務外で会議に出
席する委員

住民代表者2名及び外部有識者を委員に加えることにより、多
角的な視点から町内公共交通の課題解決を図ることを目的とす
る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

大山町地域公共交通会議開催回数 回 2 3 3 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費(消耗品費） 15
利用者登録証用紙、新規登録者配布用ケース

役務費（通信運搬費） 61
利用者登録証郵送料

委託料
タクシー助成事業委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 11 公共交通対策費

事業名 1439 タクシー助成事業

総合計画の位置づけ 22　安全で快適な交通環境を実現しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町タクシー助成制度実施要綱

個別計画

事業
概要

高齢者及び一般の交通機関を利用することが困難な障がい者等に、タクシー料金の一部を助成する。
1.利用対象範囲
　町内、または中西部の医療機関
2.助成内容
　週に1回（往復利用含む)、タクシー利用料金の2分の1を助成する

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
50%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円

千円

3,480 千円

区分

事業費 3,052 3,556 504

国庫支出金 0 0

県支出金 1,526 1,778 252 市町村創生交付金 1,778

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,526 1,778 252

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 11 公共交通対策費

事業名 1439 タクシー助成事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
高齢者及び一般の交通機関を利用することが
困難な障がい者等

買い物や通院等を自分で行うことにより、自らが外出できる機会
を得て住み慣れた地域社会で自立した生活が送れるよう支援す
る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

延べ利用者数
(総登録者数 R7.10末時点 467人) 人 2,198 2,448 2,500 2,500 2,500

新規登録者数 人 93 140 150 150 150

助成額 千円 2,884 3,474 3,500 3,500 3,500

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
消耗品費 5 千円
修繕料　 20

委託料
草刈等作業委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 35 フォーラム管理事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町ふるさとフォーラムなかやま条例

個別計画

事業
概要

ふるさとフォーラム敷地内の植栽、外構部分の草刈等を定期的に行うことにより、環境美化を図るとともに利用
者が快適に施設利用をできるように維持管理することを目的とする。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円

462 千円

区分

事業費 491 487 △ 4

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 491 487 △ 4

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 35 フォーラム管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
ふるさとフォーラムなかやまを利用する人 施設の快適な利用のため維持管理を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 工事請負費
消耗品費　　 9 友好館誘導灯・非常灯LED取替工事
修繕料

役務費 友好館照明LED化工事
保険料 （ｹﾞｽﾄﾙｰﾑ・談話室・トイレ）

委託料
指定管理委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 36 ふれあい倶楽部管理事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

大山町ふるさとフォーラムなかやまふれあい俱楽部条例　大山町ふるさとフォーラムなかやまふれあい俱楽部規
則

個別計画

事業
概要

指定管理者を通じて友好館の施設運営や維持管理を行うことにより、町内外の施設利用者が快適・安全に
利用できるよう維持管理を行う。
指定管理期間：令和6年4月1日～令和11年3月31日

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
90%

(   50％   )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円
100 千円 2,266 千円

256 千円
2,728 千円

6,805 千円

区分

事業費 7,173 12,164 4,991

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 4,400 4,400 脱炭素事業債 4,400

その他 0 0

一般財源 7,173 7,764 591

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 36 ふれあい倶楽部管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
施設利用者 町内外の施設利用者が快適に宿泊等利用を行うことができるよ

う維持管理する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

宿泊利用者数 人 1,238 1,300 1,300 1,300 1,300

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 工事請負費
施設修繕料 生活想像館誘導灯更新工事
施設備品修繕料 10 繰出金

役務費 温泉事業特別会計繰出金
建物火災保険料

委託料
指定管理委託料
草刈等作業委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 37 生活想像館・温泉館管理事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町中山温泉館及び生活想像館条例

個別計画

事業
概要

指定管理者を通じて生活想像館等の施設管理を行う。
指定管理期間：令和4年4月1日～令和9年3月31日

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

10 千円 1,760 千円
千円

4,610 千円
122 千円

15,315 千円
298 千円

区分

事業費 18,820 22,125 3,305

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 18,820 22,125 3,305

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 37 生活想像館・温泉館管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
指定管理者及び利用者（町民） 生活想像館等の快適な利用のため、維持管理を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

生活想像館利用者数 人 21,226 21,000 21,000 21,000 21,000

四季彩園利用者数 人 6,869 7,000 7,000 7,000 7,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
光熱水費
修繕料

役務費
建物火災保険料

委託料
消防設備保守点検委託料
草刈等作業委託料

工事請負費（物置解体）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1199 地域自主組織等施設管理事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

地域自主組織の活動拠点施設を維持するための費用

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

1,176 千円
400 千円

360 千円

56 千円
134 千円
715 千円

区分

事業費 2,116 2,841 725

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 290 290 0 まちづくり課雑入 290

一般財源 1,826 2,551 725

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1199 地域自主組織等施設管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域自主組織および利用者 地域自主組織拠点を維持管理し、快適に利用できる環境を整

え、まちづくり活動の活性化を推進する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
光熱水費
修繕料

役務費
建物火災保険料

委託料
消防設備保守点検委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1220 旧 坂保育所管理事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

旧逢坂保育所の維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

588 千円
100 千円

45 千円

29 千円

区分

事業費 774 762 △ 12

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 774 762 △ 12

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1220 旧 坂保育所管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
施設利用者 利用者が安全に施設を利用することができるよう管理する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
消耗品費

役務費
通信運搬費 5

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 25 統計調査費 1 統計調査総務費

事業名 1004 統計調査員確保対策事業

総合計画の位置づけ 考え方４　質の高い行財政運営
所信表明「五本柱」の位置づけ ５．行財政改革の継続

根拠法令・
要綱等 鳥取県統計調査員確保対策要綱

個別計画

事業
概要

統計調査を実施するため、あらかじめ統計調査員となる意思を有する者を登録するとともに、その資質の向上
を図ることを目的とする。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

15 千円

千円

区分

事業費 20 20 0

国庫支出金 0 0

県支出金 20 20 0 統計調査員確保対策
事業費委託金 20

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 25 統計調査費 1 統計調査総務費

事業名 1004 統計調査員確保対策事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
統計登録調査員、登録を希望する者 統計調査員の資質向上を図ることを目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 需用費
統計調査員報酬 消耗品費
会計年度任用職員報酬
（1,210円×５h×24日＝145,200円） 役務費

職員手当 通信運搬費
時間外勤務手当

使用料及び賃借料 30
旅費（費用弁償）

パートタイム会計年度任用職員通勤手当
5

（200円×24日＝4,800円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 25 統計調査費 3 商工統計調査費

事業名 809 経済センサス

総合計画の位置づけ 考え方４　質の高い行財政運営
所信表明「五本柱」の位置づけ ５．行財政改革の継続

根拠法令・
要綱等 統計法

個別計画

事業
概要

我が国における事業所・企業の経済活動を全国的及び地域的に明らかにする基幹統計調査。
調査の期日：令和８年６月１日

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

680 千円 250 千円
146 千円

100 千円

70 千円 千円

千円

区分

事業費 55 1,281 1,226

国庫支出金 0 0

県支出金 55 1,281 1,226 経済センサス市町村委
託費 1,281

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 25 統計調査費 3 商工統計調査費

事業名 809 経済センサス

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
調査対象事業所 我が国における事業所・企業の経済活動を全国的及び地域的

に明らかにする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
消耗品費

役務費
通信運搬費 5

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 25 統計調査費 3 商工統計調査費

事業名 1325 経済センサス調査区管理事業

総合計画の位置づけ 考え方４　質の高い行財政運営
所信表明「五本柱」の位置づけ ５．行財政改革の継続

根拠法令・
要綱等 統計法

個別計画

事業
概要

前回実施した調査区などを適切に管理し、経済センサスの適切な実施を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

10 千円

千円

区分

事業費 15 15 0

国庫支出金 0 0

県支出金 15 15 0 経済センサス調査区管
理市町村委託費 15

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 25 統計調査費 3 商工統計調査費

事業名 1325 経済センサス調査区管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
調査対象事業所 前回調査実施した調査区などを適切に管理するため。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
消耗品費 9

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 25 統計調査費 6 教育統計調査

事業名 74 学校基本調査

総合計画の位置づけ 考え方４　質の高い行財政運営
所信表明「五本柱」の位置づけ ５．行財政改革の継続

根拠法令・
要綱等 統計法

個別計画

事業
概要

学校に関する基本的事項を調査し、学校教育行政上の基礎資料を得ることを目的とする。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円

区分

事業費 9 9 0

国庫支出金 0 0

県支出金 9 9 0 学校基本調査市町村
委託費 9

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 25 統計調査費 6 教育統計調査

事業名 74 学校基本調査

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内小学校・中学校 学校教育行政上の基礎資料を得ることを目的とする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

補助金及び交付金
大山町奨学金返還支援補助金

過年度分 1,080千円
令和８年度分　 720千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 1453 大山町未来人材奨学金返還支援事業

総合計画の位置づけ 10　若者や女性も働きたくなる仕事を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町奨学金返還支援補助金交付要綱

個別計画 なし

事業
概要

鳥取県未来人材育成奨学金支援助成（県助成金）の交付を受けた方への上乗せ支援。奨学金の返還
額の一部を補助することにより、若者の県内就職の促進及び大山町への移住定住促進を図り、IJUターンす
る若者の増加につなげる。
対象者：鳥取県未来人材奨学金支援助成金の交付を受けた町内在住者
奨学金返還総額の1/2以下（最大216万円/人）、助成金額を、就職後8年間に分けて支給

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 1,800 1,800 0

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,800 1,800 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 1453 大山町未来人材奨学金返還支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
奨学金を返還する必要のある者 奨学金の返還額の一部を支援することにより、若者の就職促進

及び大山町への移住促進を図り、IJUターンする若者の増加につ
なげる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

助成人数 人 4 5 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

鳥取県未来人材育成奨学金支援助成金交付要綱の改正に伴い、大山町奨学金返還支援補助金交付要綱
を改正（R8.4.1施行）対象業種が公務員を除く「全業種」へ拡充し、「特定業種」と「一般業種」の2区分と
なった。
令和8年度以降の就業者が対象となる。

参考
資料

※任意

　改正後の助成内容

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標

※６年制大学の場合（４年生大学はこの 2/3、2 年間の短大等は1/3 の助成額となる）

・各年度の上限額は「前年度返還額から各年度の県助成額を引いた額」か「補助金総額÷8

年」のどちらか低い額となる。

・補助金総額を 8年間(就職 2 年目～9年目)に分けて交付する。

業 種

貸与奨学金総額の

助成率
助成額上限 (最大※)

無利子 有利子 無利子 有利子

県
特定業種 1/2 1/4 216万円 108万円

一般業種 1/4 1/8 108万円 54 万円

町
特定業種 1/2 1/4 216万円 108万円

一般業種 1/4 1/8 108万円 54 万円



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 千円
　パートタイム会計年度任用職員（1名）
職員手当等 千円
　期末、勤勉手当等
共済費 千円
　共済組合、社会保険料等
費用弁償 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 313 社会教育総務費（一般）

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町公民館条例

個別計画 なし

事業
概要

公民館の事務補助兼清掃作業員の人件費

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

1,763

684

434

79

区分

事業費 3,341 2,960 △ 381

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 3,341 2,960 △ 381

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 313 社会教育総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
公民館利用者 公民館利用者が快適に利用することができるよう施設の清掃等

で環境を整える

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 千円
　パートタイム会計年度任用職員（1名）
職員手当等 千円
　期末、勤勉手当等
共済費 千円
　共済組合、社会保険料等
費用弁償 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 まちづくり課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 1208 集落支援員活用事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町地域力強化人材育成アクション実施要綱

個別計画 なし

事業
概要

集落支援員兼大山農村環境改善センター長の人件費

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,528

961

323

21

区分

事業費 3,675 3,833 158

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 3,675 3,833 158

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 まちづくり課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 1208 集落支援員活用事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域自主組織・大山公民館大山分館利用
者

地域自主組織の支援並びに地域自主組織と公民館の連携を
強化するために集落支援員を配置し、大山農村環境改善セン
ター長を兼務して地区活動を展開推進する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 千円
　公民館運営審議会委員
　（4,700円×12名×3回）
旅費
　費用弁償 6 千円
消耗品費
　県公民館連合会資料代 12 千円
負担金補助及び交付金
　鳥取県公民館連合会負担金 12 千円
　西部社会教育担当者協議会 5 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 名和公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 328 公民館費（一般）

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 教育基本法、社会教育法、大山町公民館条例

個別計画 なし

事業
概要

中央公民館業務として公民館全体の運営に関する事業を行う。
公民館運営審議会を年間3回開催する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

170

区分

事業費 187 205 18

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 187 205 18

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 名和公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 328 公民館費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
公民館運営審議会委員 生涯学習の実践や社会教育環境の整備のほか、学習の機会の

提供を行うことで、まちに関わり交わる人の力を活かせる環境づく
りを行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　　　　　 修繕料　　　　
給料　　　　　 通信運搬費　　
職員手当等　 手数料　　　　　　ピアノ調律、クリーニング
共済費　　　　 　貯水槽清掃殺菌消毒

報償費（講師謝礼、記念品）　　　  　 保険料　　　　　自動車保険
旅費（普通旅費、ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ通勤手当）　 　公民館総合補償保険他

消耗品費　　　 委託料　　　　警備、冷暖房保守点検

燃料費（公用車ガソリン代他）　　　　　 　清掃、電気工作物保安他

食糧費　　　　　 使用料賃借料（清掃器具借上他）
印刷製本費　  負担金補助及び交付金 6
光熱水費 　 （高齢者学級交流研究会負担金）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 名和公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 330 名和公民館

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法第23条２、大山町公民館条例、大山町公民館規則

個別計画 大山町社会教育計画

事業
概要

　　町民等の学習要求に対する学習活動機会の提供及び社会的要求課題に対する学習機会並びに学習環境を提
供する。町民が気軽に集い、学びあうことができるための公民館施設の適正な維持管理業務を実施する。

・職員体制　館長1人、公民館主事2人、夜間警備員1人
・主な事業　ことぶき学級8回、子どもカルチャー教室4回、大山アカデミー5回、宿泊体験2泊3日
　　　　　　　　名和公民館まつり（３月）、サークル活動支援、展示事業

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

3,472 千円 201 千円
5,304 千円 93 千円
3,219 千円 85 千円
2,014 千円

231 千円 281 千円
111 千円
315 千円 2,262 千円
76 千円
70 千円 187 千円
50 千円 千円

2,432 千円

区分

事業費 20,518 20,409 △ 109

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 130 110 △ 20 公民館使用料70千円
教育費雑入　40千円 110

一般財源 20,388 20,299 △ 109

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 名和公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 330 名和公民館

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 町民等の学習要求や社会的要求課題に対する学習活動機会

の提供等の支援。町民が気軽に集い、学びあうことができるため
の公民館施設の適正な維持管理業務の実施。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

公民館利用者数（年間） 人 9,469 9,700 10,000 10,000 10,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
【内容】
　　町民運動会補助金 （地区人口　R7.11.1現在）
・庄内地区　1,685人　　

50,000円＋100円×1,685人=218,500円

・光徳地区　1,476人
50,000円＋100円×1,476人=197,600円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 名和公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 1 保健体育総務費

事業名 340 保健体育総務費（一般）

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

庄内・光徳地区の運動会（町民レクリエーション大会等）への運営費の助成

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

417 千円

区分

事業費 424 417 △ 7

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 424 417 △ 7

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 名和公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 1 保健体育総務費

事業名 340 保健体育総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
庄内・光徳地区の町民等 運動会（町民レクリエーション大会等）を通じて地区町民の健

康増進と交流の促進を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

参加者数（庄内地区） 人 300 300 300 300 300

参加者数（光徳地区） 人 90 120 120 120 120

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費　  
　謝礼金（指導謝礼）
旅費
　普通旅費
需用費
　消耗品費
　食糧費 千円
使用料及び賃借料　
　青年の家シーツ使用料 7 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 319 通学合宿推進事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

子どもたちが一定期間（２泊３日）親元を離れ大山青年の家に宿泊することにより、協調性・思いやり・自
主性を高め、自立の心を育む。併せて、コミュニケーション能力の向上を図る。
参加児童：中山小学校4～6年生の内参加希望者
参加費：2,200円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

26 千円

4 千円

15 千円
97

区分

事業費 188 149 △ 39

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 44 44 0 通学合宿参加者負担金 44

一般財源 144 105 △ 39

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 中山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 319 通学合宿推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
中山小学校４年、５年、６年生 心豊かで、たくましい子どもを育むため、親元を離れ、大山青年の

家に宿泊し、力を合わせ、様々な活動を体験する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

参加者数 人 6 7 10 10 10

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費　  
講師謝礼

需用費
消耗品費

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 326 子ども体験活動支援事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

週末や学校の長期休業期間中に学校では体験できない様々な活動の場を設ける。
≪主な事業≫
　調理実習、物づくり、伝統行事、スキーなど

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

25 千円

20 千円

区分

事業費 62 45 △ 17

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 8 8 0 中山公民館雑入 8

一般財源 54 37 △ 17

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 中山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 326 子ども体験活動支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
小学生 体験と交流を通して、地域の子どもたちを育てる。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

事業数 回 5 6 6 6 6

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費　  役務費
講師謝礼 通信運搬費 11

普通旅費 使用料及び賃借料
大山青年の家施設使用料

需用費
消耗品費
燃料費（校外学習用） 18
食糧費 19

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 781 大山カレッジ事業

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

仲間づくりをきっかけに、地域で積極的に活動する人材を育成する大人の学習の場を開講する。
　対象者：町内の概ね50歳以上の希望者
　開講日：毎週木曜日

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

378 千円 千円

10 千円
5 千円

52 千円
千円
千円

区分

事業費 446 493 47

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 440 493 53 受講者負担金 493

一般財源 6 0 △ 6

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 中山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 781 大山カレッジ事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
概ね50歳以上の全町民 多様な学習をすることで、自分を再発見したり地域社会でできる

ことを見つけたりし、これからの人生をもっと楽しめるようにする。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

生徒数 人 21 25 25 25 25

授業日数 日 43 43 43 43 43

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 修繕料
給料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 通信運搬費
職員手当等　　　　　　　　　　　　　　　　 手数料（庭木剪定・ピアノ調律等）
共済費                         　　　　　　　 保険料
報償費（講師謝礼）　　　　　　　　 　　　　
旅費 委託料　　　　　　　　　　　　　　　　 3,737千円
消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　　　　
燃料費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用料及び賃借料
食糧費                                 　　　　 （自動車リース・テレビ・清掃器具）
印刷製本費　　　　　　　　　　　　　　　　　 備品購入費（図書）
光熱水費 高齢者学級研究会参加負担金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 329 中山公民館

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法 、大山町公民館条例、大山町公民館規則

個別計画

事業
概要

中山公民館施設の維持管理及び公民館事業の企画・運営に要する経費
≪職員体制≫館長1名、公民館主事2名
≪主な事業≫
・ふれあい大学（高齢者学級）
・サンフレッシュサークル（女性学級）
・大山アカデミー（地域の魅力や可能性を発掘する）・公民館まつり

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2,528 千円 60 千円
5,543 千円 180 千円
3,322 千円 100 千円
2,074 千円 267 千円

96 千円
6 千円 3,414 千円

198 千円
54 千円 264 千円
11 千円
51 千円 33 千円

1,923 千円 9 千円

区分

事業費 20,079 20,133 54

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 32 13 △ 19 公民館使用料 13

一般財源 20,047 20,120 54

　建物火災保険・自動車保険
　公民館総合賠償保険

　警備委託・冷暖房保守点検
　清掃業務等

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 中山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 329 中山公民館

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
住民（公民館利用者、講座の受講者） ・利用者が、快適で適正に利用できる。

・高齢者や女性の健康づくり、生きがいづくりによる明るく活力のある
日々の実現（ふれあい大学・サンフレッシュ）
・地域の魅力や可能性を再発見するとともに様々な分野の学習による
自己発現を目指せるようにする。（大山アカデミー）
・文化教室や自主組織の日ごろの活動成果の発表の場とし、活動意
欲を高めるとともに、親睦と交流の輪を拡げる。（公民館まつり）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

ふれあい大学・サンフレッシュ参加者 人 110 120 130 130 130

大山アカデミー参加者 人 565 320 340 340 340

公民館まつり参加者 人 500 600 600 600 600

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

　消耗品費                                

負担金補助及び交付金
　町民運動会補助金（3地区分）

（３地区人口合計　3,767人）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 中山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 1 保健体育総務費

事業名 340 保健体育総務費（一般）

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

〇盆野球大会
中山野球場ほか３会場で８月１４日に開催。中山地区全域からの１２チーム以上の参加を目指す。
〇町民運動会
上中山、下中山、逢坂地区の三地区が行う運動会の補助を行う。三地区すべてでの開催を目指す。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

需用費
20 千円

587 千円

区分

事業費 615 607 △ 8

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 615 607 △ 8

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 中山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 1 保健体育総務費

事業名 340 保健体育総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
中山地区住民 スポーツ、レクリエーションを通して、地域住民の交流・親睦を図

る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

盆野球大会 チーム 10 11 12 12 12

町民運動会　　 地区 2 3 3 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 千円 役務費
職員手当等 千円 通信運搬費 56
共済費 千円 手数料（樹木剪定） 42
旅費 千円 保険料（火災保険） 31
需用費 委託料

消耗品費 千円 消防設備保守点検 73
燃料費 千円 建物清掃業務委託料
光熱水費 千円 使用料及び賃借料
修繕料（畳表替え） 千円 テレビ 18

セキュリティシステム 　　7千円56

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 34 こうれいコミュニティーセンター管理事業

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 こうれいコミュニティセンター条例、こうれいコミュニティセンター規則

個別計画

事業
概要

こうれいコミュニティーセンターの運営にかかる人件費、施設の運営維持管理にかかる費用
≪職員体制≫　センター長1名、日直3名（パートタイム）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

3,472
961 千円
638 千円
12 千円

30 千円
29 100 千円

1,000
476 千円

千円

区分

事業費 6,551 6,994 443

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 25 25 0 こうれいコミュニティセンター
使用料他 25

一般財源 6,526 6,969 443

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 34 こうれいコミュニティーセンター管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
主に高麗地区住民 高麗地区住民の、学び・憩いの場としての利用推進

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

会議室利用者数（同好会） 人 1,107 1,200 1,200 1,200 1,200

会議室利用者数（その他） 人 726 800 900 900 900

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 委託料
消耗品 10  清掃業務委託科（トイレ・浄化槽）
光熱水費 45 　
修繕科 10

役務費
手数料（浄化槽法定検査） 6
保険料（火災保険料） 29

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1353 こうれい上屋付多目的広場管理事業

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 こうれい上屋付多目的広場条例、こうれい上屋付多目的広場の管理運営に関する規則

個別計画

事業
概要

こうれい上屋付多目的広場の維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円 122 千円
千円
千円

千円
千円

区分

事業費 222 222 0

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 15 15 0 こうれい上屋付多目的広
場使用料 15

一般財源 207 207 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1353 こうれい上屋付多目的広場管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域住民 地域内の交流拠点として、利用者が安全・快適に利用すること

ができるよう維持管理を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用回数 回 230 230 230 230 230

利用人数 人 1,885 1,900 1,900 1,900 1,900

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 委託料
会計年度任用職員（パート） 消防設備保守点検 27

需用費 冷暖房保守点検
消耗品費 6 樹木剪定 50
光熱水費
修繕料 10

役務費
建物火災保険料 33

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 728 大山町老人福祉センター運営事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

大山町老人福祉センターの維持管理（清掃、修繕、保守点検等）に関する経費
シルバー人材センターの事務所・作業所及び公民館の同好会活動の場として活用

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

254 千円 千円
209 千円

千円 千円
1,206 千円

千円

千円

区分

事業費 1,716 1,795 79

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 1 1 0 使用料 1

一般財源 1,715 1,794 79

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

15 民生費 5 社会福祉費 2 社会福祉施設費

事業名 728 大山町老人福祉センター運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
施設利用者 利用者が安全に利用できるよう維持管理を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

シルバー人材センター事務所・作業場として使用 団体 1 1 1 1 1

大山公民館同好会活動に使用 団体 3 3 3 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　 役務費
給料　 　通信運搬費 80
職員手当等　 　手数料（ペレット燃え殻成分調査他）
共済費　 　保険料（火災保険料） 46
旅費　 委託料
需要費　 ペレット保守点検・警備委託料
　消耗品費 81 特定建築物定期調査・防火設備定期検査等
　燃料費 使用料及び賃借料
　光熱水費 （清掃器具、テレビ聴視料）

　修繕料 工事請負費
　コンデンサ、受変電設備更新工事

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 226 大山農村環境改善センター運営費

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町大山農村環境改善センター条例、大山町大山農村環境改善センター規則

個別計画

事業
概要

地域の拠点施設として、大山公民館大山分館を兼ねている施設の維持管理を行い、地域住民が安心して
利用できるよう管理運営を行う。
≪職員体制≫
公民館主事1名（フルタイム会計年度任用職員）
日直（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

814 千円
2,652 千円 千円
1,123 千円 325 千円

691 千円 千円
9 千円 4,537 千円

千円
2,268 千円
2,186 千円 64 千円

129 千円
8,465 千円

区分

事業費 13,638 23,470 9,832

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 823 8,799 7,976 公共施設整備基金繰入金
使用料・雑入

8,465
334

一般財源 12,815 14,671 1,856

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 226 大山農村環境改善センター運営費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域住民 大山農村環境改善センターの維持管理及び農産加工室の利

便性向上を図り、地域住民の利用しやすい施設管理を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用人数 人 7,131 7,200 7,200 7,200 7,200

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費（講師謝礼等）
旅費 10
消耗品費　　　　 18
食糧費 千円
通信運搬費　　　 5 千円
手数料（クリーニング代）　　　　　 10 千円
使用料（青年の家シーツ）　　　　　 15 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 319 通学合宿推進事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

大山青年の家での集団宿泊生活を実施しながら大山小学校での通常の学校生活を送る。
対象：大山小学校　4～6年の全児童　40名
期間：9月6日～12日　実施予定　6泊7日

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

13 千円
千円
千円

359

区分

事業費 473 430 △ 43

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0

その他 216 220 4 参加者負担金 220

一般財源 257 210 △ 47

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 319 通学合宿推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山地区小学生（大山小学校児童） 豊かで便利な物に恵まれながらも、人と人との交流が不足し人間関係

の希薄化が懸念される今日の環境にあって、子どもたちに日常の家庭
生活から離れ、集団生活をしながら通学し、異年齢での活動や生活体
験をすることにより、心豊かでたくましい子どもの育成を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

参加率 % 95% 97% 100% 100% 100%

（35人/37人） （37人/38人）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費（講師謝礼）　　　 50
消耗品費　　 12

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 326 子ども体験活動支援事業

総合計画の位置づけ 01　大山町で暮らすことに誇りを持つ子どもを増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

地域の協力のもと、様々な体験を通して子どもたちの健全な育成を行う。
≪主な事業≫
体験活動事業（５回）
地域文化伝承（盆踊り・鳥追いと七草）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円
千円

区分

事業費 65 62 △ 3

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 65 62 △ 3

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 326 子ども体験活動支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町内小学生 子どもたちが地域の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進

し、多様な事業を企画し実施する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

定員に対する参加率 ％ 77％ 70％ 70％ 70％ 70％

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬 修繕料
給料 役務費
職員手当等 通信運搬費
共済費 手数料（貯水槽清掃・ﾋﾟｱﾉ調律等） 81
報償費（講師謝礼） 保険料（火災保険・総合補償等）
旅費（普通旅費・費用弁償） 委託料 　警備・電気工作物保守
需用費 　清掃業務・冷暖房保守等

消耗品費 使用料及び賃借料
燃料費 52 　清掃器具借上料・テレビ聴視料

食糧費 3 負担金 10
光熱水費 　高齢者学級交流研究会参加負担金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 331 大山公民館

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町公民館条例、大山町公民館規則

個別計画

事業
概要

大山公民館の維持管理及び各主催事業の企画運営に要する経費
≪職員体制≫　館長１人、公民館主事２名、夜間警備１名、清掃作業員１名
≪主な事業≫　おもと学級（高齢者学級）、大山アカデミー（成人講座）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

3,924 千円 70 千円
5,417 千円
3,299 千円 210 千円
1,700 千円 千円

150 千円 577 千円
140 千円 2,317 千円

142 千円
千円 134 千円
千円 千円

2,454 千円

区分

事業費 20,867 20,680 △ 187

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 92 82 △ 10 大山公民館使用料 82

一般財源 20,775 20,598 △ 177

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 331 大山公民館

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
全町民 利用者が快適に施設を利用することができるよう維持管理を行

う。地域住民が集まり、学んだり交流したりできるよう、講座の実
施や同好会活動支援を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

高齢者学級を企画運営する 回 9 10 10 10 10

成人講座を企画運営する 回 3 3 3 3 3

同好会の活動を支援する 団体 32 32 32 32 32

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

謝礼金（講師謝礼） 50
需用費（消耗品費） 30
備品購入費（図書） 40

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 332 大山分館

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

大山公民館大山分館（大山農村環境改善センター）で、各種講座やイベント、スポーツなどを企画し、町
民の健全な育成を図る。また、大山農村環境改善センターを拠点とするまちづくり大山と協同し、安心して地
域で暮らすことができるよう取り組みを行う。
≪主な事業≫
・ｳｫｰｷﾝｸﾞ事業、わくわくNAVI事業(子ども対象事業）、しめ縄講習、そばうち講習など

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円
千円
千円

区分

事業費 150 120 △ 30

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 150 120 △ 30

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 332 大山分館

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町住民 社会教育を通じて、人材の育成を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用人数 人 7,131 7,200 7,200 7,200 7,200

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費 　
講師謝礼 50

需用費
消耗品費

役務費
　通信運搬費 17

備品購入費（図書） 40

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 333 高麗分館

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 大山町公民館条例・大山町公民館規則

個別計画

事業
概要

地域自主組織「ふれあいの郷かあら山」と連携し、各種講座・スポーツ大会を開催し知識の向上と健康維持
に貢献する。また学びの機会を提供するだけではなく、自主組織連携事業である「おとな研究室」や「何にもし
ない合宿」を通じて、地域住民のつながり強化や事業参画を目指し、地域内交流の機会を増やす。
≪主な事業≫
・書初め大会、しめ縄講習会、成人講座、青少年講座、子ども対象事業など

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円

75 千円

千円

千円

区分

事業費 247 182 △ 65

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 247 182 △ 65

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 333 高麗分館

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町民 社会教育とまちづくり活動を通じて、町民の学びの機会創出や、

地域住民のつながり強化を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

体育事業 回 3 4 4 4 4

成人講座 回 5 6 6 6 6

青少年・親子学習・体験 回 6 6 6 6 6

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費 役務費
謝礼金 50 通信運搬費 4
記念品等 46 手数料

需用費 （納涼の夕べ電気設備設置等）
消耗品費 使用料及び賃借料
食糧費 27 借上料（納涼の夕べﾕﾆｯｸ借上） 11
印刷製本費 44
（納涼の夕べポスター印刷）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 1520 所子分館活動事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

大山公民館所子分館が主催する各事業を運営する経費
≪主な事業≫
・ところごスポーツフェスタ
・所子地区野球大会
・納涼の夕べ

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円 千円
千円 150 千円

26 千円
千円 千円
千円

区分

事業費 359 358 △ 1

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 359 358 △ 1

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 1520 所子分館活動事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町民 生涯スポーツを通して、地域住民の健康増進と交流を図る。また

地域に残る盆踊りの継承やまつりによって、地域住民の交活性
化を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

所子スポーツフェスタ参加者 人 84 90 100 120 120

所子地区野球大会の参加集落数 集落 6 6 12 12 12

納涼の夕べ来場者数 人 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

謝礼金（講師謝礼） 12
記念品等　
需用費

消耗品費 52
食糧費 55
印刷製本費 18

役務費
手数料（クリーニング代） 15

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 1521 大山分館活動事業

総合計画の位置づけ 06　いくつになっても学び続け、行動し続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

住民で実行委員会を組織し、大山地区運動会と大山さんサンフェスタ（分館まつり）を開催。
・大山地区運動会は９月下中に半日開催・大山さんサンフェスタは３月上旬に２日観開催。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円
126 千円

千円
千円
千円

千円

区分

事業費 287 278 △ 9

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 287 278 △ 9

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 1521 大山分館活動事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
住民 大山地区運動会と大山さんサンフェスタ（分館まつり）を開催

し、地区住民の体力と健康維持、また、地区住民の文化的な
発表を通じて、交流と地域の活性化を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

大山地区運動会参加人数 人 320 300 300 300 300

大山さんサンフェスタ参加人数 人 690 600 600 600 600

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費 役務費
謝礼金 36 通信運搬費 14
記念品等 80 手数料（クリーニング） 10

使用料及び賃借料
需要費 ふるさと祭り用機材借上 6

消耗品 43
食糧費 50 ◆予算額内訳◆
印刷製本費 15 ※ふるさと祭り　 　86,000円

※運動会　 168,000円
（高麗地区住民　1,301人）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 大山公民館

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 1522 高麗分館活動事業

総合計画の位置づけ 31　地域住民の思いや力を発揮できる環境をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 社会教育法

個別計画

事業
概要

やまびこ運動会とふるさと祭りを開催し、地区住民のふれあいと世代間交流を図る。また運動会ではあわせて、
健康づくり、ふるさと祭りでは、地区住民の文化的活動成果の発表の場を作るとともに、作品展、ワークショッ
プ、フリーマーケット、ちびっ子の集いを通じて世代間交流を図る。
※やまびこ運動会…10月実施予定、参加人数650人程度　
※ふるさと祭り・・・春頃実施予定、2日間、参加人数450人程度

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

千円 千円
千円 千円

千円
千円
千円
千円

事業費 257 254 △ 3

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 257 254 △ 3

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 大山公民館
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 2 公民館費

事業名 1522 高麗分館活動事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
主に高麗地区住民 地区住民の世代間交流を図るとともに、地区住民の体力と健康

維持、また、地区住民の文化的な発表を通じて、交流と地域の
活性化を図る

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

会場の除草・整備 回 5 5 5 5 5

実施内容の協議 回 3 4 4 4 4

事業実施（運動会・ふるさと祭り） 回 2 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標


